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　｢地方公共団体の財政の健全化に関する法律｣が施行
され、財政の健全度合いを判断するため｢健全化判断比
率｣と「資金不足比率」を公表し、早期の財政健全化を
促す仕組みが作られました。
　高山市の平成20年度決算に基づく健全化判断比率、
および資金不足比率は下記のとおりで、いずれも早期に
健全化を必要とされる基準を下回っており、健全な財政
運営が図られています。

高山市の財政は
「健全」です
 20年度決算にみる高山市の財政指標 問合先 財政課

235-3132

財政指標の解説
①実質赤字比率　福祉、教育など地方公共団体の
中心的な行政サービスを行う一般会計などの赤字
の程度を指標化したもので、財政運営の深刻度を
示す指標。＊一般会計等：一般会計と学校給食費特別会計
②連結実質赤字比率　市のすべての会計の赤字や
黒字を合算し、市全体としての赤字の程度を指標化し
たもので、財政運営の深刻度を示す指標となります。
③実質公債費比率　借金(地方債)の返済額など
の大きさを指標化したもので、資金繰りの危険度を
示します。
④将来負担比率　一般会計などの借金(地方債）
や将来支払っていく可能性のある負担などの現時
点での残高の程度を指標化したもので、将来財政
を圧迫する可能性が高いかどうかを示す比率です。
⑤資金不足比率　水道事業など公営企業の資金不
足を公営企業の事業規模である料金収入の規模と
比較して指標化したもので、経営状況の深刻度を
示す比率です。

健全財政を判断する基準の解説
①早期健全化基準　財政運営のいわば｢イエロー
カード」ともいえるものです。健全化判断比率（①
実質赤字比率②連結実質赤字比率③実質公債費
比率④将来負担比率）のうち、いずれかがこの基準
以上の場合には、「財政健全化計画」を定め、自主
的な財政の健全化に取り組まなければなりません。
②財政再生基準　再生判断比率(健全化判断比率
のうち、将来負担比率を除く３指標)のうち、いず
れかがこの基準以上の場合には、｢財政再生計画」
を定め、財政再建に取り組まなければなりません。
早期健全化基準がイエローカードならば、財政再生
基準は｢レッドカード｣ということができます。

●５つの財政指標
●健全化判断比率

●資金不足比率

高山市の健全化判断比率

※実質赤字、または連結実質赤字がない場合は「－」と表示しています。

20.0％
※資金不足がない場合は「－」と表示しています。
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高山市の資金不足比率

資金不足比率

経営健全化基準

下水道事業
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地方卸売市場
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観光施設事業
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特別会計 水道事業会計
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●２つの判断基準
●早期健全化基準と財政再生基準

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

⑤資金不足比率
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※市町村の早期健全化基準は、財政規模に応じて異なります。

※将来負担比率には、財政再生基準は設けられていません。
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